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安息日午後　12月26日

暗唱聖句
主は言われる、さあ、われわれは互

たがい

に論じよう。たといあなたがたの罪は緋
ひ

のようであっても、雪のように白くなるのだ。紅
くれない

のように赤くても、羊の毛
のようになるのだ。（イザヤ1：18、口語訳）
論じ合おうではないか、と主は言われる。たとえ、お前たちの罪が緋

ひ

のよう
でも／雪のように白くなることができる。たとえ、紅

べに

のようであっても／羊
の毛のようになることができる。（イザヤ1：18、新共同訳）

今週の聖句
イザヤ1：1～9、イザヤ1：10～17、イザヤ1：18、イザヤ1：19～31、
イザヤ5：1～7

今週のテーマ
低い生垣に縁どられたアイルランドの細い田舎道を車で走っていると、たら

ふく草を食べてのんびりと家路をたどる牛の群れに道をふさがれることがあり
ます。彼らは、牛飼いがいなくても、主人の牛舎に帰って行きます。自分たち
がどこにいるべきであり、だれのものであるかを知っているからです。

幼い男の子が母親からはぐれて、「ママー！」と大声で泣いていたとします。
彼は、その店の中の自分がいる場所や母親がいるところはわからなくても、通
り過ぎて行く大勢の母親たちの中に、自分の母親だけはちゃんと見つけるで
しょう。

残念ながら、ユダヤの民は、幼い子どもやアイルランドの牛でさえ知ってい
たこと、つまり、彼らが主のものであること、しかも天の主のものであること
を忘れたために、契約の民としての真のアイデンティティー（独自性）を失って
しまいました。「わたしは子らを育てて大きくした。しかし、彼らはわたしに背
いた。牛は飼い主を知り／ろばは主人の飼い葉桶

おけ

を知っている。しかし、イス
ラエルは知らず／わたしの民は見分けない」（イザ 1：2、3）。

今週は、その民をご自身のもとに連れ戻される神の働きについて学びます。

1課 アイデンティティーの
危機

1月2日



51 課　アイデンティティーの危機

日曜日　12月27日　天よ聞け（イザ1：1～9）

イザヤ書は、その著者（「アモツの子」）、メッセージの出所（「幻」）、主題（ 4

人の王の時代のユダとその首都エルサレム）について、手短に紹介しています。イ
ザヤの主な聴衆は、彼が生きた時代の自分の国であるユダの人々です。イザヤ
は、彼らの状態と運命について語っています。

イザヤが預言者として活動した期間に国を治めた王たちの名前を記すことに
よって、イザヤは聴衆を限定し、本書を特定の期間の歴史的・政治的諸事件に
結びつけています。その期間は、列王記下 15～20 章と歴代誌下 26～32 章に
示されている時代です。

問1	 イザヤ1：2で主が言われたメッセージの本質は何ですか。神の民の
歴史すべてに当てはまるこのメッセージは、今日のキリスト教会につ
いても当てはまりますか。

イザヤのメッセージは、「天よ聞け、地よ耳を傾けよ」という言葉で始まって
いることに注目してください（申 30：19、31：28 と比較）。これは、字義通り天と
地が聞き、理解するという意味ではなく、強調のためです。

ヒッタイトの皇帝のような古代の中近東地方の王が格下の支配者と政治的な
条約を結ぶ際には、条約違反は必ず罰せられることを強調するため、自分の
神々を証人として引き合いに出しました。しかし、王の王なる神が、モーセの
時代にイスラエルの民と契約を結んだ際には、証人として他の神々を用いるこ
とはありませんでした。唯一の、まことの神であられるお方は、天と地に証人
としての役割をお与えになりました（申 4：26 参照）。

イザヤ1：1～9に描かれているユダの罪に注目してください。その罪は何であ
り、その罪の結果、何が起きましたか。同時に、9節にはどんな希望が示され
ていますか。
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月曜日　12月28日　腐敗した儀式主義（イザ1：10～17）

問2	 イザヤ1：10を読んでください。ここで主は、ソドムとゴモラを比喩
表現として用いることによって、何を語っておられるのでしょうか。

問3	 イザヤ1：11～15を読んでください。主はご自分の民に何を語ってお
られますか。主はなぜ、彼らの捧げる礼拝を退けられたでしょうか。

人々は、犠牲を捧げた「血にまみれた」その同じ手を祈るために上げました。
それは暴力と虐待という罪に汚れた手でした（イザ 1：15、58：3、4）。彼らは、
同じ契約の民を虐待することによって、イスラエル人すべての保護者である神
を侮辱していました。他の人に対する罪は、主に対する罪だからです。

犠牲制度を定め（レビ 1～16 章）、エルサレムの神殿をその場所として定めら
れたのは、神ご自身でした（王上 8：10、11）。しかし、これらの儀式は、ご自分
の民と結ばれた契約に従って行われるように意図されたものでした。神とイス
ラエル人との契約によって、神が聖所または神殿において、彼らの間にお住み
になることが可能になったのです。ですから、彼らが神とその契約に忠実であ
る限り、そこで行われる儀式と祈りは効力を持っていました。同じ契約の民に
対する正しくない行為を悔い改めないまま犠牲を捧げる者たちは、儀式を偽り
のものにします。ですから、彼らの犠牲は無効であったばかりでなく、罪でし
た。彼らの儀式行為が自らの忠誠を示していても、行動は契約を破っているこ
とを証明していたからです。

イザヤ1：16、17で、主は何と命じておられますか。それらは、マタイ23：23
～28にあるイエスの言葉と、どのように似ていますか。今日の私たちは、何を
学ぶことができますか。



71 課　アイデンティティーの危機

火曜日　12月29日　赦しについての議論（イザ1：18）

問4	 イザヤ1：18を何度も読んで、ここで主が言われていることを書いて
みましょう（文脈をつかむために必要なら、その前後の数節も読んでみてく
ださい）。

神は、ユダの民の契約違反の罪の確かな証拠を挙げて（イザ 1：2 ～ 15）、彼
らに改革を迫ります（同 16、17 節）。この訴えは、彼らにまだ希望があるからで
した。死刑に値する犯罪者に改心を迫るでしょうか。死刑の順番を待っている
囚人がどうして「搾取する者を懲らし、孤児の権利を守り／やもめの訴えを弁
護」できるでしょうか（同 17 節）。しかし、神が「論じ合おうではないか」と言
われるとき（同 18 節）、私たちは、主がなおも、彼らがどんなに堕落していよう
とも、ご自分の民と論じ合い、彼らを悔い改めと回心に導こうとしておられる
ことを知るのです。

主は彼らに、「おまえたちの罪が緋
ひ

のようでも、雪のように白くなることがで
きる」と言われます。なぜ罪は赤いのでしょうか。赤は、民の手をおおう

「血」（流血の罪）の色だからです（イザ 1：15）。これに対して白は、流血の罪の
ない状態、純潔を表す色です。神はここで、私たちは変わることができると言
われます。これは、ダビデ王がバト・シェバを奪い、その夫を殺した罪の赦

ゆる

し
を神に求めたときに用いたのと同じ言葉です（詩 51：9、16〔口語訳 51：7、14〕）。
神はイザヤ 1：18 で、ご自分の民に赦しを与えようと論じておられるのです。

問5	 神の赦しの申し出が、同時にその民に回心を迫るのはなぜですか（イ
ザ1：18を 44：22と比較）。

ここに、ご自分の民に対する神の厳しい警告の目的が示されています。それ
は神の民を拒むためのものではなく、むしろ彼らを神のところに連れ戻すため
のものです。神の赦しの申し出は、民に自らを道徳的に清めるようにと迫る神
の訴えです（イザ 1：16、17）。神の赦しは、その民が神の力によって造り変えら
れるのを可能にします。ここに、エレミヤ 31：31～34 に預言されている「新
しい契約」の始まりを見ることができます。新しい契約においては、赦しが、
新しい心をつくる神との関係の土台となるのです。私たちは、決して返済する
ことのできない負債を負ったまま出発するのです。謙虚に赦しの必要を認める
ときに、神が与えてくださるあらゆる祝福にあずかる準備ができるのです。
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水曜日　12月30日　食うか食われるか（イザ1：19～31）

問6	 イザヤ1：19～31を読んでください。ここに示されている、聖書全体
を通して語られている主題は何でしょうか。

イザヤ 1：19、20 の論理構造に注目してください。もし、民が快く神に従う
なら、地の良き物を食べます（19 節）。対照的に、もし神の赦

ゆる

しと回復の申し
出を拒み、神に背くなら、剣の餌食になります（20 節）。決めるのは彼ら自身
です。したがって、これらの聖句は条件付きの祝福と呪いを含んでいます。

イザヤ 1 章には、申命記 30：19、20 にあるイスラエルの民との契約を記した
モーセの言葉が用いられています。「わたしは今日、天と地をあなたたちに対す
る証人として呼び出し、生と死、祝福と呪いをあなたの前に置く」（申 30：19）。

問7	 モーセの言葉に注目してください。そこには、中立的な立場はありま
せん。命か死、祝福か呪いのどちらかです。なぜ妥協は許されず、二
つのうちの一つしか選択できないのでしょうか。

これらのモーセの言葉は、申命記 27～30 章に記された一連の警告、祝福、
呪いを結びつけ、要約するものです（レビ 26 章と比較）。この契約に含まれる要
素を挙げてみましょう。
（1）イスラエルのためになされた神のみ業の確認（2）契約を維持するために
守るべき条件・規定〈命令〉（3）証人（4）契約条件を守ることによる祝福と、
違反への警告のための呪い

これらの要素は、ヒッタイト人のようなイスラエル以外の民族の政治的条約
にも同じ順序で出てきます。つまり、神はイスラエルと契約を結ぶに当たって、
彼らが自ら選んで相互に結ぶ契約関係ですから、理解しやすく印象に残りやす
い形式を用いることによって、その本質とその結果をできるだけ強く印象づけ
ようとされたのでした。この契約が持つ潜在的な恩恵は、圧倒的ともいえるも
のでした。しかし、イスラエルが同意した契約を破るなら、かつてないほどの
困窮を招くのでした。

あなた自身のクリスチャンとしての歩みの中で、上記のような祝福と呪いの原
則を経験したことはありますか。



91 課　アイデンティティーの危機

木曜日　12月31日　不吉な愛の歌（イザ5：1～7）

イザヤ 5：1～7 の歌のたとえを読んでください。神は 7 節で、やっとこのた
とえの意味を説明されます。このたとえの目的は、イスラエルの民が自らを客
観的に眺めることによって、彼らの真の状態を知るためでした。神はダビデ王
に対してもこの手法を効果的にお用いになりました（サム下 12：1～13 参照）。
神はこのたとえを「愛の歌」と呼ぶことによって、イスラエルに対するご自身
の思いを明らかにされています。神とイスラエルとの関係は、神のご品性、す
なわち愛に基づいています（ 1 ヨハ 4：8）。神は彼らに愛の応答を期待しておら
れましたが、神が収穫したのは「良いぶどう」ではなく、ヘブライ語では「悪
臭のするもの」を意味する「酸っぱいぶどう」でした。

問8	 「わたしがぶどう畑のためになすべきことで／何か、しなかったことが
まだあるというのか」（イザ5：4）というみ言葉を通して、主は何を語
ろうとしておられるのでしょうか。

神は、次の節で次のように言われます。「さあ、お前たちに告げよう／わた
しがこのぶどう畑をどうするか。囲いを取り払い、焼かれるにまかせ／石垣を
崩し、踏み荒らされるにまかせ／わたしはこれを見捨てる」（イザ 5：5、6）。

私たちが罪を犯しても、神はみ守りを取り去って滅びるままにし、私たちを
すぐにご自分から切り離されることはありません。神は忍耐強く、私たちが神
の赦

ゆる

しを受け入れるチャンスをお与えになります（2 ペト 3：9 参照）。神は、ご
自分の訴えに応える人を切り捨てることはありません。人の中に応答の望みが
ある限り、訴え続けられます。神は、私たちの「いいえ」をそのまま受け取ら
れません。なぜなら、私たちが無知で、罪によって欺かれていることをご存知
だからです。しかし、もはや応答の余地はないと見ると、神は最終的に私たち
の選択を認めて、私たちが選んだ道を行くままにされます（黙 22：11 参照）。

聖霊を通して聞こえる神の訴えを頑なに拒み続けるなら、私たちは結局、戻
れない一線を越えることになります（マタ 12：31、32）。キリストから離れること
は、危険です（ヘブ 6：4～6）。神がどうしてもおできにならないことがあるの
は、私たちが自由な意思で選択することを尊重されるからです。
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金曜日　1月1日　さらなる研究

イザヤ 1：4 に関連して、エレン・ホワイトは次のように記しています。
「神の民を自認する民は神から離れ、その知恵を失い、その判断力をゆがめて
しまった。彼らは、古い罪から清められた過去を忘れて思い起こすことができ
なかった。彼らは、以前の自由、確信、幸福についての記憶を消し去ろうとし
て闇の中を、不安を抱えてあてどなく歩き回った。彼らはあらゆる無遠慮で、
向こう見ずな狂気に飛び込み、神の摂理に逆らい、すでに負っていた罪を増し
加えた。彼らは神の品性を攻撃するサタンの声に従い、神には憐れみと赦

ゆる

しが
ないと非難した」（『SDA 聖書注解』第 4 巻 1137 ページ、英文）。

話し合いのための質問

❶	私たちは、どうすれば「自分自身を洗う」ことができるでしょうか。「自分自身
を洗う」（イザ1：16）とは、どういう意味でしょうか（フィリ2：12、13参照）。

❷	イエスは、「ぶどう畑の愛の歌」をその生涯にどのように適用されましたか
（マタ21：33～45、マコ12：1～12、ルカ20：9～19）。セブンスデー・ア
ドベンチストにとって、この物語はどんな意味を持っているでしょうか。

❸	神がお与えになる赦しと、私たちの中に達成しようとしておられる心の変化の
間には、どんな関係があるでしょうか。赦しと変化とでは、どちらが先に来る
のでしょうか。そして、その順番はどのように重要な意味を持っていますか。

❹	上記の聖書注解からの引用の中に、「神の摂理に逆らい」とありますが、これ
はどういう意味でしょうか。

まとめ
神の民が主を忘れ、その祝福を当たり前のことと感じるとき、神は彼らに主
と結んだ契約の責任を思い起こさせられます。憐れみ深い神は、民の状態
をお示しになり、主のみ守りが取り去られたときの壊滅的な結果について警
告し、主にいやし、清めていただくように民に強く迫ります。
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インサイドストーリー

ウクライナで騙
だ ま

された

ヴァレンチン・ザイチェフは、東ウクライナの内戦から逃げてきたという母親と
息子に騙されるとは思っていませんでした。「私たちは、神のために真

しん

摯
し

な心で行
動しました。神に、彼女と私たちのことを裁いていただくので後悔はありません」
と、ヴァレンチンは言います。

物語は 2015 年に立ち退きを強いられた人々が、彼の住んでいる黒海の町ミコ
ライフにやってきた時から始まりました。避難民の窮状は、彼の心を打ちました。
工事現場監督のヴァレンチンは、妻と、政府が用意したホテルに行きました。そ
こには 50 人の難民が二つの建物に別れて、一部屋に 6 人から 8 人が生活してい
ました。ヴァレンチンはクリスチャンだと自己紹介し、必要なものを聞きました。
すぐに返ってきた答えは、紙おむつと濡れティッシュでした。すぐにスーパーマー
ケットで購入し、「他に必要なものはないか」と尋ねると、「政府の配給は十分で
はないため、下着、生理用品、じゃがいもが欲しい」と答えがありました。

友情が芽生え、ヴァレンチンが新しい友人を聖書研究に誘うと、11 人が希望し、
アドベンチストの牧師が毎晩、聖書研究をしました。ところが、宿泊所で暴動が
起こり、19 歳のヴァレリーが刺し傷を受け、入院しました。ヴァレンチンと妻が
病院を訪ねると、母親のナターシャが「新しい場所に移りたい」と嘆願してきまし
た。ヴァレンチンの住んでいるアパートは 3 部屋ありましたので、一つの部屋を
彼女と息子に提供しました。

しばらくは順調でした。ナターシャは教会にも行きました。しかしヴァレンチン
は、彼女が貧乏ではないことに気づきました。彼女は人々の親切を利用し、騙し
ていたのです。「私たちは食事を提供し、携帯代も負担していましたが、家から出
るよう言いました」。ナターシャと息子は、6 か月もの間、彼の家族と過ごしてい
ました。

振り返ってみると、その経験は祝福であった、とヴァレンチンは言います。ナ
ターシャは、家事や彼の 3 人の子どもの世話をよくしてくれました。でも一番大
きな祝福は、彼女を愛する機会だったと言います。「私たちは他者に仕える喜びと
祝福を受けることができました」「私たちはよりすばらしい家族となりました」

ヴァレンチンは、相手がイエス様を受け入れようが受け入れ
まいが、すべての人を助けることが大切だと信じています。
「私たちの義務は、生き、仕えること。あとは神様がしてくだ
さる。私たちは善行で水を注ぎ、収穫は神がなさるのです」


